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平面図（オッカバケ川）
北海道治山ダム
（H14北海道）

L=96.0m 
H=5.5m(2.5m)

１号治山ダム
（S53森林管理局）
L=71.5m H=4.8m

２号治山ダム
（S44森林管理

局）
L=49.5m H=4.8m

２号ダムより2.8km上流で魚止めの滝

北海道所管治山ダム

１号治山ダム
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2号治山ダム

令和元年６月撮影 令和２年９月撮影 令和２年１０月撮影



工事の進捗状況について

○2017(H29)年度から2020(R2)年度の４カ年で、全ての鋼材を切下げ完了

２

今年度施工

R2年度 工事前 R2年7月 1回目切下げ後 R2年10月 2回目切下げ後（完了）

壁材
W=2.0m 

スリット
W=10.0m

昨年までの施工箇所
(斜長H=3.45m)

H=4.0m

今年度施工箇所
(斜長H=1.20m)

壁材
W=2.0m 

再設置
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令和元年４月１７日撮影

令和元年11月27日撮影

令和２年11月4日撮影



４

令和２年１１月４日撮影

令和２年８月１９日撮影

２号ダムの基礎コンクリートが露出し、40cm程度の落差及び前面には130cm程度のポケットが生じている状態。



５

河川測量等の結果について

１ 縦断測量

・工事実施に伴う河床変化量を把握するため、工事着手前2020(R2)年6月と工事完成後の11月に
縦断測量(1,900m)を実施し、2016(H28)年9月のデータと比較した。



縦断測量結果による比較表

６

単位：ｍ



は横断測量箇所

2号治山ダム
（鋼製堰堤）

２ 横断測量

７

はiRIC用横断測量箇所

１号治山ダム
（鋼製堰堤）

・第2号ダム切下げによる河床現況状況を把握するため、第2号ダムの下流6箇所上流5箇所の横断測量を実施。

・渓床変動による保全対象への影響を確認するため、河川変動予測調査用の横断測量（142横断）を実施。結果に
ついては現在集計中。



横断図（１）

８

-49cm

-184cm -107cm

-73cm-113cm

-295cm-323cm

-298cm-400cm-286cm



横断図（２）

９

-95cm +167cm+97cm

+154cm +161cm

+170cm

+57cm +88cm

+76cm+91cm



３ オッカバケ川水位・流量調査

（１）調査の目的

（２）調査方法

水位計設置個所

•水位データと実測流量から水位－流量曲線、水位を
流量に換算する式を作成．

•換算式から、水位計測期間における1時間毎の流量
を算出し、流量ハイドログラフを作成．

土砂移動時の流量を把握することを目的に実施．

•下流の治山ダムに自己記録式水位計を設置し、1時間
間隔で水位を記録．

•流量は治山ダム放水路部分にて、スタッフで水深、
流速計で流速を実測し流量を算出．

流速測定状況

（３）調査結果

水位と流量
観測日時 水位【標高】H（ｍ） 流量Q（㎥/ｓ）

2020/6/4 - 11:00 10.600 1.436

2020/6/9 - 9:00 10.610 1.557

2020/6/12 - 11:00 10.596 1.171

2020/7/13 - 17:00 10.547 0.706

2020/8/10 - 17:00 10.534 0.567

2020/9/17 - 9:00 10.519 0.471

2020/10/1 - 15:00 10.540 0.566

2020/10/13 - 9:00 10.727 3.384

2020/10/16 - 9:00 10.564 1.099

2020/11/6 - 8:00 10.550 0.853

2020/11/12 - 14:00 10.541 1.006
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注）時間雨量は気象庁羅臼観測所のデータ

オッカバケ川 流量ハイドログラフ（令和２（2020）年）

R2年10月13日午前2時に最大流量16.53㎥/ｓとなった．この10月13日の増水
時に第2号鋼製堰堤上流の土砂が流下した．
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４ オッカバケ川産卵環境調査

（１） 調査の目的
ダム改良影響区間において、サケ類の産卵適地がどのように変化するのかを評価する．

（２） 調査方法

箇所 調査時期 調査方法 整理データ データ評価

第1号堰堤から第2号

堰堤の上流100ｍま

で（延長350ｍ）

計３５ライン

10月に1回 縦断方向10ｍピッチで横断（流水範囲）

を設定する。

横断1.0ｍ間隔で0.5ｍ×0.5ｍのコド

ラートを設定する。

各コドラートで優占する石礫径レンジを

目視で判読する。

コドラート中心点の水深を計測する。

コドラート中心点の流速（6割水深）を計

測する。

各コドラードの優占石礫レンジ、水深、

流速から産卵適地のメッシュ図を作

成する。

各項目における産卵適地基準は以

下のとおり。

① 優占石礫レンジ：2～64mm
② 水深：20cm以上

③ 流速：0.5m/s以下

※参考として水深10cm以上のメッ

シュ図も作成する。

改良工事中のダム

の前後で、産卵適

地がどのように分布

しているのか（産卵

適地があるか）を把

握し、将来的に改良

後と比較し、産卵環

境の変化を評価す

る。

レンジ 石礫径 評 価

1 岩盤 産卵不可能

2 2ｍｍ以下 産卵不可能

3 2-16ｍｍ
サクラマス・シロザケ・カラフトマス産卵適地

4 17-32ｍｍ

5 33-64ｍｍ サクラマス産卵適地

6 65-256ｍｍ

7 256ｍｍ以上 産卵不可能

石礫の目視判読レンジ
調査ライン・コドラートの設定イメージ

１２



（３） 調査結果
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撮影定点Ｄ 沢の中の巨石の上から撮影
画像⑫ 下流側を撮影
画像⑬ 上流側を撮影

知床半島オッカバケ川第2号治山ダム改良工事区域における河床の定点観測
北海道森林管理局 根釧東部森林管理署

第２号治山ダム位置

２号ダムより2.8km上流で魚止めの滝

撮影定点Ａ 画像①
下流から２号ダム方向に撮影

撮影定点Ｂ 右岸ダム袖上から扇状に撮影
画像②③ 下流側を撮影
画像④ 放水路を撮影
画像⑤⑥ 上流側を撮影

撮影定点Ｃ 左岸ダム袖上から扇状に撮影
画像⑦⑧ 下流側を撮影
画像⑨ 放水路を撮影
画像⑩⑪ 上流側を撮影

撮影定点Ｅ 右岸ダム袖上から扇状に撮影
画像⑭⑮ 下流側を撮影
画像⑯ 右岸側を撮影
画像⑰ 上流側(改良中ダム)を撮影

上
流
側

下
流
側

オッカバケ川
流路総延長 13.6ｋｍ
流域総面積 18.3ｋｍ2

※知床世界自然遺産地域の内と外(河口部民有林)を流れている

撮影位置と撮影方向位置図

第２号治山ダム
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2020(R2)
年度

•改良工事（4年目：切下高全て）を実施（※現場作業7月～10月）

•上下流の現況確認のための河川測量、産卵環境調査等及び河川変動予測調査(iRIC)を実施（※6月～11月）

•切下げ後の河川状況を検証

2021(R3)
年度

•２号ダム基礎コンクリートについては経過観察

•上下流の現況確認のための河川測量、産卵環境調査等を実施予定

•切下げ後のダム状況を検証し、必要により２号ダムの改良効果モニタリング手法含めて検討

•河川変動予測等による１号ダム改良工事の工法等の検討

2022(R4)
年度

•２号ダム基礎コンクリート及び１号ダムの改良の検討

•上下流の現況確認のための河川測量、産卵環境調査等を実施予定
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工事・調査スケジュールについて


